
編集方針

「オリックス統合報告書2016」は、当社の財務情報に加え、

環境・社会・ガバナンスなどの非財務情報も合わせて掲載し

ています。本報告書は、株主・投資家をはじめとする幅広い

ステークホルダーの皆さまに、オリックスの持続的な成長を

多面的にご理解いただくことを主眼に編集しています。企業

活動を通じて経済と社会に貢献するというオリックスの基本

的な考え方と、中長期的な価値創造の道筋をご理解いただ

ければ幸いです。

企業理念 経営方針

オリックスは、たえず市場の要請を先取りし、 

先進的・国際的な金融サービス事業を通じて、 

新しい価値と環境の創造を目指し、 社会に

貢献してまいります。

1.  オリックスは、お客さまの多様な要請に対し、たえず質の高いサービスを提供し、強い信頼

関係の確立を目指します。

2.  オリックスは、連結経営により、すべての経営資源を結集し、経営基盤の強化と持続的な成長

を目指します。 

3.  オリックスは、人材の育成と役職員の自己研鑽による資質の向上を通じ、働く喜びと誇りを

共感できる風土の醸成を目指します。 

4.  オリックスは、この経営方針の実践を通じて、中長期的な株主価値の増大を目指します。



数字で見るオリックス

CEOレター

経営戦略解説
● オリックスの事業ポートフォリオ
● バランスシートで見るオリックス
● CEOによる戦略解説
● CFOメッセージ

コーポレート・ガバナンス
● マネジメントチーム

● オリックスのコーポレート・ガバナンス

●  社外取締役メッセージ

リスク管理体制

事業を通した価値創造（セグメント別概況）
● 法人金融サービス事業部門

● メンテナンスリース事業部門
● 不動産事業部門

●  事業投資事業部門
● リテール事業部門

●  海外事業部門

人材・社会貢献 / 環境保全活動

財務セクション

企業情報

Contents

オリックスの価値創造
● 価値創造の要となる 5つの考え方
● グローバル展開
● 5 つの考え方

・戦略は大胆に、実行は慎重に
・有機的に結びつく
・隣へそのまた隣へ 
● 5 つの考え方に寄せて  シニア・チェアマン

行動指針 EC21

Creativity

先進性と柔軟性を持って、

たえず創造力あふれる行動をとろう。

Integration

お互いの英知と情報を結合させ、

人間的なふれあいを通じて、

グループ力を高めよう。

オリックスでは、「21世紀における

Excellent Company」として、

「オリックスが目指す企業像」を明確

化した「EC21」を定めています。

国連グローバル・コンパクト

参加について

オリックスは、2014年7月、国連グローバル・

コンパクトに参加しま

した。国連グローバル・

コンパクトが提唱する

｢人権｣｢労働｣｢環境｣｢腐

敗防止｣の4分野 ・ 10原

則を支持し、各分野の活

動に取り組んでいます。
http://www.orix.co.jp/grp/

company/philosophy/ec21/

Focused 

Astute

Synergistic 

Organic 

Diverse

Focused 

Astute

Synergistic

Organic 

Diverse 060
rgistic tic 

・丁寧に取り組む
 ・人材の多様性を尊重する
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